
麦をめぐる事情について

（小麦）

農産局

令 和 ８ 年 ３ 月



○ 小麦は需要量の８割以上を外国から輸入。国内産小麦は民間流通により取引されており、
国内産小麦では量的又は質的に満たせない需要分について、政府が国家貿易により外国産小
麦を計画的に輸入し、需要者に売り渡しているところ。

○ また、米とは異なり、最終的にパンや麺として消費するため、各種の加工工程を経て流通。

○ 小麦は、主に製粉企業が製粉して小麦粉にし、その小麦粉を原料として二次加工メーカー
がパン・麺・菓子等を製造。

注：流通量は過去５年（R2～R6年度）の平均数量である。

小麦の流通の現状（食糧用）
（単位：万トン）
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小麦の流通の概要
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アメリカ産ウェスタン・
ホワイト（ＷＷ）

オーストラリア産
スタンダ－ド・ホワイト

（ＡＳＷ）

アメリカ産ハード・
レッド・ウィンター

（ＨＲＷ）

アメリカ産ダーク・
ノーザン・スプリング

（ＤＮＳ）

カナダ産ウェスタン・
レッド・スプリング

（１ＣＷ）

外国産小麦の
銘柄

56万トン69万トン78万トン71万トン150万トン
輸入数量
453万トン

薄力粉中力粉準強力粉強力粉小麦粉の種類

カステラ、ケ－キ
和菓子、天ぷら粉

ビスケット

うどん中華麺
ギョウザの皮

食パン

主な用途

6.5～9.0％7.5～10.5％10.5～12.5％11.5～13.0％
たんぱく質の

含有量

小麦の種類と用途

○ 原料として使用される小麦の種類は、小麦粉の種類・用途に応じて異なっているところ。
○ 小麦粉の種類は、たんぱく質の量によって、強力粉（パン用）、準強力粉（中華麺用）、

中力粉（うどん用）、薄力粉（菓子用）に分類。

２

注１：輸入数量及び国内産小麦流通量は、過去５年（R2～R6年度）の平均数量である。
注２：輸入数量は、５銘柄以外の銘柄（デュラム小麦等）28万トンを含む。
注３：国内産小麦流通量は、集荷団体からの聞き取り数量である。

日本麺用品種等中華麺用品種パン用品種用途

北海道産きたほなみ（52.7万トン）福岡県産ちくしＷ２号【ラー麦】
(0.7万トン)

19.2万トン(20.4％)

北海道産ゆめちから (11.2万トン)
北海道産春よ恋（4.4万トン）

国内産小麦流通量
94万トン

1.2万トン(1.3％)

（参考）
R6年度流通量

74.0万トン(78.4％)



小麦の国際価格（シカゴ相場）の推移

○ 小麦の国際価格は、ロシアのウクライナ侵攻に関連し、令和４年３月に過去最高を更新したが、代替ルートから
の輸出や、主要産地の天候改善等により、同年11月以降には、侵攻前の水準まで下落。

○ 令和７年11月に米中の貿易改善への期待から一時５ドル/bu半ばまで上昇。その後、世界的に潤沢な供給もあり
沈静化したが、年明けから米国等での天候懸念を受け、現在は５ドル/bu後半で推移。
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インドの輸出停止
ウクライナ産穀物の輸出
の停滞
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豪州産小麦の生
産量が過去最高
の見通し

ロシアによる
輸出規制強化
の懸念

カナダ、
米国の
生産量の
見通し
引下げ アルゼンチン

の豊作見通し

豪州の品質
低下懸念

最高値14.25ドル/bu
（R4.3.7）13.48ドル/bu

（R4.3.4）

米国の冬小麦
の作柄懸念

米国の作付
意向面積の
増加

国連のウクライナ産
穀物の輸出再開に
向けた支援計画

米国産小麦の作付面積増加
及び冬小麦の収穫進展

ウクライナ産
穀物の輸出
再開合意

ウクライナ産
穀物の輸出
再開

ウクライナ
侵攻による
供給懸念

ウクライナ情勢の
緊迫化

穀物合意の
期間延長

ドル／bu

米国の主要
小麦産地で
の天候改善

米国の冬小麦
の作柄懸念

豪州産小麦
の生産量が
過去最高の
見通し

ウクライナ産
穀物の輸出
合意の不透
明感

ウクライナ産
穀物の輸出
合意の停止

米国産の在庫の
上方修正と低調な
輸出需要

米国の主要
小麦産地で
の降雨 穀物合意の

期間延長 ロシア産の
輸出増加
見通し

米国産の輸出
需要改善

ドル安による
米国産の国際
競争力の高まり

ロシアでの
乾燥・霜害

米国産小麦の
良好な作付

9月第2週 3月第1週 第2週 9月第1週 第2週 3月第1週 第2週 9月第1週 第2週 3月第1週 第2週 9月第1週 第2週 3月第1週 第2週 9月第1週 第2週 3月第1週

ロシア等の
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黒海地域等
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R4.10月期
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R4.4月期
算定期間

R5.4月期
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R6.4月期
算定期間

R7.4月期
算定期間
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R6.10月期
算定期間

R7.10月期
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R8.4月期
算定期間

米中の貿易
改善への
期待

世界的
な潤沢
供給

米国、黒海
地域での
天候懸念



令和４年４月期 令和４年10月期 令和５年４月期

86,850円/t
(+19.7%)

72,530円/t

令和４年４月 ９月 10月 令和５年３月 ４月 ９月 10月 令和６年３月 ４月 ９月 10月 令和７年３月 ４月 ９月 １０月 令和８年３月 ４月 ９月

82,060円/t （+13.1%）
(1年間で算定)

76,750円/t
（+5.8%）

令和５年10月期

68,240円/t
（▲11.1%）

：買付価格 ：政府売渡価格

〇 令和５年10月期以降、通常のルール通り、直近６か月間の平均買付価格をベースに算定。
〇 令和８年４月期の売渡価格も、直近６か月間の買付価格（令和７年９月第２週～令和８年３月第
１週）の平均買付価格をベースに算定。

令和６年４月期

緊急措置

激変緩和措置

令和８年４月期
売渡価格算定期間

令和８年４月期の政府売渡価格

令和６年10月期

67,810円/t
（▲0.6%）

比較的価格が
落ち着いてきた期間

価格が急激に
高騰した期間

（算定期間を１年間に延長)

66,610円/t
（▲1.8%）

令和７年４月期

63,570円/t
（▲4.6%）

令和７年10月期

61,010円/t
（▲4.0%）

令和８年４月期

62,520円/t
（+2.5%）

４
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政府売渡価格（５銘柄加重平均）

H20.4
69,120円

H20.10
76,030円

H21.4
64,750円

年月

H22.4
47,160円

Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19 Ｈ23

H23.4
56,710円

H23.10
57,720円

Ｈ24

H24.4
48,780円

Ｈ25

H24.10
50,130円

H25.4
54,990円

Ｈ26

+30%

+10%

+18%
+2%

▲15%

+3%

+9.7%

+4.1%

+1%

▲5%

▲23%

▲14.8%

注：平成25年10月期以前は、消費税5%込みの価格であり、平成26年４月期以降は、消費税8%込みの価格である。

H26.4
58,590円
+2.3%

▲0.4%
H26.10

58,330円

+3.0%

Ｈ27

▲5.7%

H27.4
60,070円

Ｈ28

H27.10
56,640円

▲7.1%
H28.4

52,610円

▲7.9%

Ｈ29

H28.10
48,470円

+4.6%

+3.6%H29.4
50,690円

+3.5%

Ｈ30

H29.10
52,510円

H30.4
54,370円

+2.2%

Ｈ31

H30.10
55,560円

▲8.7%

R2

▲1.7%

R元.10
49,890円

+3.1%

R元

円/ﾄﾝ（税込み）

R2.4
51,420円

▲4.3%
R2.10

49,210円

H19.10
53,270円

R3

H21.10
49,820円

H31.4
54,630円

H25.10
57,260円

H22.10
47,860円

R3.4
51,930円

+5.5%

H19.4
48,430円

+10%

R3.10
61,820円

+19.0%

R4

R4.4
72,530円

+ 17.3%

＊政府売渡価格

令和７年10月期 令和８年４月期

61,010円／トン → 62,520円／トン（+2.5％）

（参考）

過去高かった政府売渡価格： 76,750円／トン（R5.4）、76,030円／トン（H20.10）、72,530円／トン（R４.４、R4.10） 、 69,120円／トン（H20.４）

過去大きかった引下げ率： ▲23％（H21.10）、 ▲15％（H24.４）、 ▲14.8％（H21.４）、▲11.1％（R5.10）、 ▲8.7％（R元.10）

R5

R4.10
72,530円

(実質据置き)

輸入小麦の政府売渡価格の推移

R5.4
76,750円
+ 5.8%

R7.4
63,570円
▲4.6%

R5.10
68,240円

R6

▲11.1%

R6.4
67,810円
▲0.6%

▲1.8%
R6.10

66,610円

R7

R8.4
62,520円
+2.5%

5

R8

R7.10
61,010円

▲4.0%



○ 輸入小麦の政府売渡価格は、買付価格にマークアップ（政府管理経費及び国内産小麦の生産振
興対策に充当）と港湾諸経費を上乗せし、年２回（４月期、10月期）改定。

○ ６か月間の買付価格の平均により算定することで、国際相場の変動等の影響を緩和した上で売
渡価格に反映。

政府売渡価格の構成

マークアップ

港 湾 諸 経 費

買 付 価 格

（６か月平均）

平均買付価格の算定

買付価格（国際相場、為替の影響により変動）

（６か月間の買付価格を平均することで価格変動の影響を緩和）

６か月間

買付価格（６か月平均）

・

・
・ ・

・

・
・

・

・ ・

・

現行の輸入小麦の政府売渡制度

６



輸入麦の輸入差益及び使途について

国内産麦の生産振興対策

国内産麦販売価格

一般会計からの繰入

○ 輸入麦の輸入価格に上乗せされる輸入差益（マークアップ）は、国内産麦の生産振興及び輸入
麦の売買を行うために必要な政府管理経費（※）のみに充当。

○ 輸入差益の使途（食糧管理勘定のイメージ図）

売渡価格

麦
生
産
農
家
収
入

国内産麦生産振興原資

政府管理経費(※)

輸入価格
（買付価格＋
港湾諸経費)

※ 輸入麦の備蓄等に要する経費。

輸入差益
(マークアップ)

７



国内産麦の取引の仕組み

○ 国内産麦の民間流通（例）

生産者団体から販売予定数量、需要者団体から購入希望数量の相互提示
収穫前年
７月～

８～９月 入札取引の実施（販売予定数量の約３～４割）

相対取引の実施（販売予定数量の約６～７割）

は 種（秋まき。春まきは収穫年の４月）

収 穫 及 び 検 査

生産者団体と需要
者の間で、は種前
に契約を締結 ９月～

需 要 者 へ 引 渡 し６月～

＜生産の流れ＞

～１２月

収穫年

６月～８月

注：生産者団体と需要者で構成する民間流通連絡協議会において、値幅制限等の入札の仕組みが協議・決定されている。

麦の生育期間

＜契約の流れ＞

は種前契約に
基づき、計画的
に作付（は種）

○ 国内産麦は、需要に応じた計画的生産を促進するため、収穫の前年（は種前）に生産者と需要
者（製粉企業等）の間で取引数量及び取引価格について契約を結び、その契約に基づき取引を実
施。

○ 販売予定数量の約３～４割について入札を行い、残りは、入札で形成された価格を基本とする
相対取引が行われているところ。

８



国内産小麦の産地銘柄別落札価格の動向

○ 令和８年産国内産小麦の全銘柄落札加重平均価格は、国内産小麦の需要や直近の輸入小麦の価格動向等を反映し、
62,554円（税込み）／トン。

○ 産地銘柄別の入札結果をみると、需給状況等を反映して落札価格に差が生じている。

○ 国内産小麦の産地銘柄別落札価格の推移 ○ 令和８年産国内産小麦の産地銘柄別落札価格

注１：国内産小麦の価格は、（一社）全国米麦改良協会が実施する民間流通麦にかかる入札の第１回、第２回及び再入札
の落札加重平均価格（税込み）。年産の下段の（ ）内は当該第１回入札の実施年月である。

注２：外国産小麦の価格は、18年までは当該年度平均の実績価格であり、19年以降は、民間流通麦にかかる第１回入札の
実施年月時点での輸入小麦の政府売渡価格（５銘柄平均）である。

注３：きたほなみ（ホクシン）については、22年産までは「ホクシン」の価格であり、23年産からは「きたほなみ」の価
格である。

注４：さとのそら（農林61号）については、23年産までは「農林61号」の価格であり、24年産からは「さとのそら」の価
格である。

資料：農林水産省調べ
注：外国産小麦５銘柄加重平均価格は、令和７年４月期の輸入小麦の政府売渡価格である。

北海道はるきらり 46,943

（単位：円/トン、税込み）

70,000

北海道ゆめちから 61,601

福岡ミナミノカオリ 66,903

愛知ゆめあかり 53,479

埼玉さとのそら 55,052

佐賀チクゴイズミ 72,683

国産小麦全銘柄加重平均 62,554 香川さぬきの夢2009 62,223

北海道きたほなみ 63,941 外国産小麦5銘柄加重平均 63,570

茨城さとのそら 52,223

大分チクゴイズミ 68,297

福岡シロガネコムギ 59,313

佐賀シロガネコムギ 60,026

福岡チクゴイズミ 73,134

滋賀ふくさやか 53,289

岐阜イワイノダイチ 50,189

群馬さとのそら 59,113

群馬つるぴかり 65,741

北海道春よ恋 59,637

愛知きぬあかり 47,416

埼玉あやひかり 65,601

岐阜さとのそら 49,492

滋賀びわほなみ 55,155

佐賀はる風ふわり 60,826

岩手ゆきちから 51,780

宮城 夏黄金 57,378

資料：農林水産省調べ。
50,000

９



製粉企業の状況について

○ 令和６年度の製粉企業数は60社であり、10年前と比較して28社減少。

○ 令和６年度の小麦粉の生産量は4,710千トンであり、10年前と比較して若干減少。

○ 業種概況

資料：農林水産省調べ

10

令和６年度平成26年度項目

6088企業数

81109工場数

2,7893,114従業員数（人）

4,7104,861生産数量（千ﾄﾝ）


